公務災害・通勤災害

（防止対策と事務処理の手引）
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地方公務員災害補償基金高知県支部

公務災害・通勤災害が発生したら

	
	職員は
	所属、任命権者は

	


	所属長に、災害（負傷、疾病等）発生の連絡をしてください。
	公務（通勤）災害に該当するか否かを検討して、職員に必要な指示をしてください。

	


	受診時に、公務（通勤）災害の手続きをとることを告げて治療費の請求を待ってもらってください。

（共済組合員証は使用しないでください。）
	直ちに調査をし、事実確認を行ってください。

	


	認定請求書、診断書等必要な書類を所属長に提出してください。
	認定請求の手助けをしてください。所属長は、必要な証明をして、速やかに任命権者に提出してください。

　任命権者は、調査し、意見をつけて、基金支部に提出してください。

	


	当基金支部で認定基準に基づき審査した後、公務上・外、通勤災害該当・非該当の認定を、任命権者を経由して通知します。
	

	


	医療機関に、公務（通勤）災害の認定になったことを告げ、療養補償費の受領委任をしてください。

　治療費等は、当支部が医療機関に直接支払います。
	　被災職員が、必要な治療を受けられるよう、十分な配慮をしてください。

	

	傷病が完全に治った場合に限らず、症状固定（治療は終わったが時々痛むとか、痛い時だけ病院に行っている等）の場合も提出してください。
	　被災職員の状態を把握し、治ゆと認められるときは、治ゆ報告書を提出させてください。

　障害が残った場合は、障害補償請求の手助けをしてください。


公務災害：公務と相当因果関係をもって発生したと認められる災害（負傷、疾病等）をいいます。
通勤災害：勤務のため、住居と勤務場所との間を、合理的な経路及び方法によって往復している途中の災害をいいます。
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